
短期特別課題

色
紙
を
書
く
（
10
）

　
　
　
　
　
　
　締
切
り

　十
月
二
十
四
日
（
必
着
）

作品創りを学ぶ

◎ 

暮
ら
し
の
中
で
一
番
身
近
で
、
親
し
み
の
あ
る
「
書
」
と

い
え
ば
『
色
紙
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎ 

家
の
玄
関
や
応
接
間
、
お
店
や
事
務
所
な
ど
、
至
る
所
で

様
々
な
色
紙
を
見
か
け
ま
す
。

◎ 

お
祝
い
や
記
念
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
揮
毫
を
求
め
ら

れ
た
り
す
る
機
会
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
と
な

る
と
、
中
々
う
ま
く
書
け
な
い
も
の
で
す
。

◎ 

創
立
六
十
周
年
の
今
年
は
、
奥
村
憲
照
先
生
の
色
紙
作
品

を
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
、
色
紙
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。

◎ 

色
紙
は
特
に
、
執
筆
者
の
個
性
が
重
ん
じ
ら
れ
ま
す
。
あ

ま
り
手
本
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
己
表
現
す
る
つ
も
り
で
自

由
に
楽
し
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

□□

作
品
の
出
し
方

▼ 

毛
筆
部
＝
左
図
の
よ
う
に
半
紙
を
六
〇
㎜
カ
ッ
ト
し
て
書

い
て
下
さ
い
。
こ
れ
が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
大
色
紙
の

サ
イ
ズ
（
二
七
三
㎜
×
二
四
三
㎜
）
に
な
り
ま
す
。

　※ 

本
物
の
厚
紙
の
色
紙
は
か
さ
ば
る
た
め
、
使
用
し
な
い

で
下
さ
い
。（
色
紙
練
習
用
の
薄
手
の
も
の
は
可
）

▼ 

硬
筆
部
＝
右
の
大
色
紙
を
四
分
の
一
に
す
る
と
、
寸
松
庵

色
紙
の
サ
イ
ズ
（
一
三
六
㎜
×
一
二
一
㎜
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ズ
の
紙
を
作
る
か
、
Ｂ
５
判
の
用
紙
に
枠
を
引

い
て
お
書
き
下
さ
い
。
今
回
は
多
字
数
の
た
め
、
用
具
に

よ
っ
て
は
毛
筆
部
同
様
の
大
色
紙
サ
イ
ズ
に
書
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。

▼ 

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・
毛
の

ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛
筆
漢

字
の
成
績
（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）
を
、
作

品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼ 

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲
載
し

ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

奥

　村

　憲

　照

　先

　生

　書

〔
読
み
〕

 
 

牀し

ょ

う

ぜ

ん

げ

っ

こ

う

を

み

る

前

看

月

光 

　
　疑

う
た
が
う
ら
く
は
こ
れ
ち
じ
ょ
う
の
し
も
か
と

是

地

上

霜  

　
　
　　
舉こ

う
べ
を
あ
げ
て
さ
ん
げ
つ
を
の
ぞ
み

頭

望

山

月 

　
　低こ

う
べ
を
た
れ
て
こ
き
ょ
う
を
お
も
ふ

頭

思

故

鄕

〔
出
典
〕
李り

白は
く

詩
「
静せ

い

夜や

思し

」

〔
大
意
〕 

静
か
な
秋
の
夜
、
寝
台
の
前
に
月
の
光
が
差
し
込
む
の
を
見
て
、
地
上
に
降
り
た

霜
か
と
疑
っ
た
。
光
を
た
ど
っ
て
頭
を
あ
げ
山
の
端
に
か
か
っ
た
月
を
眺
め
て
い

る
と
、
故
郷
の
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
知
ら
ず
知
ら
ず
う
な
だ
れ
て
し
ま
う
。

〔半紙〕

243mm

273mm

60mmカット



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　10 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
一
悪
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　太た

い
そ
う宗

（
五
九
八
〜
六
四
九

）

　
　中
国
、
唐
の
第
二
代
皇
帝

　人
を
判
断
す
る
際
に
、
一
つ
の
欠
点
だ
け

を
見
て
決
め
つ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
人
に

は
必
ず
長
所
が
あ
る
も
の
で
す
。
ふ
と
し
た

き
っ
か
け
で
思
わ
ぬ
才
能
を
発
揮
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
一
つ
の
失
敗
が
あ
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
長
年
の
功
績
を
忘
れ
て
非
難

す
る
こ
と
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
11
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　初
心
の
程
は

　無
尽
に
稽
古

　す
べ
き
な
り

★
一
視
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　韓か

ん

ゆ愈
（
七
六
八
〜
八
二
四

）

　
　中

国
、
中
唐
の
文
学
者
、
思
想
家

　人
は
と
か
く
単
な
る
好
き
嫌
い
や
、
普
段

の
つ
き
あ
い
で
つ
い
「
え
こ
ひ
い
き
」
し
が

ち
で
す
が
、
こ
れ
で
は
成
熟
し
た
社
会
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。

　す
べ
て
の
人
を
同
じ
よ
う
に
見
て
、
近
く

の
人
も
遠
く
の
人
も
平
等
に
接
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

◆
11
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　親
を
敬
す
る
者
は

　敢あ

え
て
人
を
慢

あ
な
ど

ら
ず

　
　
　
　孝こ

う

　教
き
ょ
う

　▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　▼
師
範
＝
楷
書

　 ▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

楷
書
は
特
に
文
字
の
形
を
整
え
る
事
が
大
切
。
書
く
時
間
よ
り
手
本
を
見
る
時
間
、
そ
れ
も
細
部
ま
で
観
察
し
理
解

す
る
と
上
達
が
早
い
。

ど

　う

　
　じ

　ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　あ

つ
（
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
（
ぐ
）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　10月24日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
意
〕
晩
秋
の
夜
と
も
な
れ
ば
、
こ
こ
北

国
は
、
一
段
と
夜
寒
が
身
に
し
み
て
感
じ
ら

れ
る
。
子
ど
も
の
床
を
自
分
の
床
に
引
き
寄

せ
て
み
る
と
、
そ
の
意
外
な
軽
さ
に
、
今
さ

ら
な
が
ら
、
幼
い
わ
が
子
を
し
み
じ
み
い
と

し
く
思
う
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。

〔
古
筆
参
考
〕

◆
11
月
課
題
予
告

　冬ふ
ゆ

菊ぎ
く

の
ま
と
ふ
は
お
の
が
ひ
か
り
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
水み

ず
は
ら
し
ゅ
う
お
う
し

原
秋
桜
子
）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

あ
は
れ
子
の能

夜
寒
の乃

床
の
引
け介

ば八

寄
る

あ
は波

れ連

子
の能

夜よ

寒さ
む

の乃

床と
こ

の能

引非

け介

ば盤

寄よ

る

　
　

波は連れ能の非ひ介け盤は あ
は
れ
子こ

の
夜よ

寒さ
む

の
床と
こ

の
引ひ

け
ば
寄よ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（中な

か
む
ら村
汀て
い
じ
ょ女
）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り

　十
月
二
十
四
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　簗や

な

　瀬せ

　舟
し
ゅ
う

　香こ
う

　書

〔古筆参考〕

一
いちじょうせっしょうしゅう

条 摂 政 集

−  3  −

〔
歌
意
〕
花
薄
を
分
け
な
が
ら
当
て
推
量
で

進
ん
で
ゆ
く
よ
。
か
つ
て
通
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
か
す
か
に
覚
え
て
い
る
道
も
、
生
い

茂
っ
た
薄
の
た
め
に
跡
が
わ
か
ら
な
い
の
で
。

〔
出
典
〕
山
家
集
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

そ曽

よ
と
し志

も
な那

に尓

か可

こ
た堂

へ
む
あ
き支

か可

ぜ
に耳

な
び
く
を
花
を
み見

て
も
し
り利

な奈

む无

　
　り利

む
じ
の
ま
つ徒

り利

の
つ徒

か可

ひ

　
　に尓

て
わ
た多

り利

た多

ま
ふ
に尓

、
ち
か可

け希

れ
ば盤

・ 

㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
、
㋩
と
㋬
、

㋩
と
㋠
、
呼
応
。

・ 

㋑
と
㋺
、
㋩
と
㋥
、
㋭
と
㋬
、
㋣
と
㋠
の

行
ふ
く
ら
み
。

・

●
行
の
中
の
密
大
切
。（
動
き
を
見
る
）

・ 

↓

の
方
向
大
切
。（
余
白
が
動
く
）

・

○
余
白
大
切
。

◆
11
月
課
題
予
告

　や
ま
ざ
く
ら
初
雪
降
れ
ば
咲
き
に
け
り

　吉
野
は
里
に
冬
ご
も
れ
ど
も

 

花
薄

す
ヽ
支

心
あ
て
に尓

ぞ所

分わ

け介

て
ゆ遊

く

ほ
の
見
し
道三

知

の
跡あ

と

し志

な奈

け希

れ
ば盤



は が き 課 題

◎
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　10月24日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　作
品
の
出
し
方

■
　

 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　

 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　

 （
黒
色
に
限
る
）

■
　両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

再
来
月
か
ら
、
当
地
に
そ
の
人
あ
り
と

知
ら
れ
た
立
川
先
生
を
拙
宅
に
お
迎
え

し
て
、
詩
吟
の
会
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
只
今
同
好
の
士

を
募
集
中
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
最
適

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。



一
般

部
毛

筆
漢

字
課

題
締

切
り
　

1
0

月
2

4
日（

必
着

）

〔
読

み
〕

秋
高

く
し

て
風

月
佳 よ

し
〔

大
意

〕
秋

の
空

は
高

く
、

風
や

月
な

ど
自

然
の

風
景

に
趣

が
あ

る
。

奥
おく

  村
むら

  暢
のぶ

  之
ゆき

  臨

須
す

  田
だ

  一
いち

  葉
よう

  書 新入から１級まで（行書）

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

孔
子

廟
堂

碑
（

６
２

６
～

６
３

３
）　〔

筆
者

〕
虞

世
南

（
５

５
８
～

６
３

８
）

〔
読

み
〕

興
る

も
、

僅 わ
ず

か
に

中
算

を
得

、
漢 か

ん

（
図
と

は
）

−  5  −

　

 

　
興

　　　

  

　
僅

　　　　
得

　　　　
中

　　　　　
算

　　　　

 漢



一
般

部
毛

筆
か

な
課

題
締

切
り
　

1
0

月
2

4
日（

必
着

）

〔
出

典
〕

高 た
か

は
ま

き
ょ

し

浜
虚

子

〔
句

意
〕

  山
麓

か
ら

突
如

、浮
か

び
い

で
つ

つ
飛

び
立

つ
小

鳥
の

無
数

の
群

れ
を

見
て

、

思
わ

ず
息

を
の

ん
だ

、
そ

の
驚

き
が

表
現

さ
れ

て
い

る
。

木
き

曽
そ

川
かは

の今
いま

こそ光
ひか

れ渡
王堂

り
利

鳥
とり

浅
あさ

  井
い

  機
き

  山
ざん

  先  生  書

　　

新入から１級まで

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

長 な
が

つ
か

た
か

し

塚
節

〔
歌

意
〕

  白
い

土
の

瓶 か
め

こ
そ

、
ま

こ
と

に
よ

い
。

流
れ

る
霧

に
濡

れ
な

が
ら

、
今

朝

は
つ

め
た

い
水

を
汲

ん
だ

こ
と

で
あ

る
。

白
しらは尓

埴の瓶こそよけれ霧な
奈

が
可

ら

　　　　
朝はつめたき水くみに

尓

け
介

り
利

■両課題とも文字の変換、ちらし方は自由です。

−  6  −



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り

　十
月
二
十
四
日
（
必
着
）

　
　半

　切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　田た

　蒼そ
う

　仙せ
ん

　書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  7  −

〔 

条
幅
解
説
〕
枚
数
も
重
ね
習
熟
度
の
高
い
作
で
も
、
墨

量
が
少
な
い
ば
っ
か
り
に
深
み
の
な
い
軽
い
作
に
な
っ

て
選
外
に
な
っ
た
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
…
少

し
滲に

じ

む
程
に
墨
を
ふ
く
ま
せ
て
書
く
こ
と
で
す
。
と
同

時
に
過
ぎ
た
滲
み
を
止
め
る
（
紙
で
軽
く
圧
し
て
）
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
　四・

人
目
に
し
て
初
の
男
の
子
を
授
か
り

　
　ま

し
た

　名・

前
は
翔
太
と
付
け
ま
し
た

　
　皆・

で
力
を
合
わ
せ
て
笑
顔
の
絶・

え
な
い

　
　家

庭
を
築
き
た
い
と
思・

っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　

 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
い
く
つ
か
の

残
り
星
の
も
と
に
雁
が
自

分
た
ち
の
砦
を
渡
っ
て
ゆ

き
、
余
韻
長
き
笛
の
音
が

聞
こ
え
る
の
で
み
れ
ば
髙

楼
に
人
影
が
あ
る
。

初
出
品
の
方
へ

　

 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

残
ざ
ん
せ
い
い
く
て
ん
か
か
り
さ
い
に
よ
こ
た
わ
り

星

幾

點

雁

横

塞

長
ち

ょ

う

て

き

い

っ

せ

い

ひ

と

ろ

う

に

よ

る

笛

一

聲
人

倚

楼



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　10月24日（必着）

よ

　
　う

　
　年

小

　一

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　三み

　宅や
け

　容よ
う

　玉
ぎ
ょ
く

　書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

１

１

１

１

１

２

３１

１

１

２

２

２

２

２

３
４

３

３

３

４

い
ぬ



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　10月24日（必着）

小

　三

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小

　二

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

あ
か

ヨ
ウ

イ

ニ
ク

あ
た
ま



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　10月24 日（必着）

小

　五

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　小

五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

四
年
以
上

　岡お
か

　嶋じ
ま

　桂け
い

　川せ
ん

　書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　四

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

−  10  −−  11  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

た
が
や（
す
）

は
た
け

あ
き

ヤ

ホ
ウ

サ
イ

サ
ク

か
え

み
ち

み

フ
ウ

ケ
イ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　10月24 日（必着）

中

　一

　年

　
　
　（
行
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　六

　年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年

　
　（
行
書
）

−  10  −−  11  −

シ
ュ
ウ

シ
ョ
ク

コ
ッ

カ

シ

カ
ク

シ
ュ

ト
ク



−  13  −

▼小三年以下の課題　　花
はな

　村
むら

　翠
すい

　仙
せん

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　山
やま

　門
かど

　緑
りょく

　城
じょう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　10月24日（必着）

　
　
　
　◇

作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、  

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、    

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、  

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  12  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

ひ

ぶ
つ

へ
ん

お
お
か
み

り
ょ
う

し
そ
う

た

た
す

ど
う

お
お

あ
か

※
「
狼
」
は
人
名
用
漢
字
で
す
。



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　10月24日（必着）

−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
二
年

　
　玉た

ま

　樹き

　小
し
ょ
う

　華か

　書

−  12  −



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　10月24日（必着）

−  14  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

三
〜
小
五
年

　
　水み

ず

　野の

　香こ
う

　竹ち
く

　書

−  15  −



−  14  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　10月24 日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

六
〜
中
二
・
三
年

　
　奥お

く

　村む
ら

　暢の
ぶ

　之ゆ
き

　書




